
【生薬名】 知 母

【起源植物】ハナスゲ

剤物御秘秘f

И″     θ ″夕 2sphθ汐しゴοFdes

ユ :)  Zガカ物 θ、

抵母チモ、一名連母、野蓼、地参、水参、水凌、貨母、堤母など多数

根茎

ステロイ ドサポエン、ニコチン酸

気味は苦寒、帰経は肺胃腎に属す

0清 熱潟火 白滋腎潤燥

●血糖降下作用、解熱作用、抗消化性潰瘍作用

●経験的に知母は実熱 口虚熱のどちらにも有効である

●石書とは違い高熱にも微熱にも解熱作用がある

●赤痢菌 ロチフス菌 口大腸菌 ・緑膿菌 ロブ ドウ球菌などに対 して

の抗菌作用があるin vitro

●神経系の興奮性を低下する、黄相を配合すると性神経の興奮性

を低下する

0知 母は上は肺を清め、下に腎を潟す。

●

●主治煩熱(薬徴続編)

●治消渇熱中.除邪気.肢穫浮腫.下水.補不足益気.(神農本車経中品)

●知母 味苦、熱渇、能く骨蒸を除く、汗有り疾数管舒ぶ。(薬性歌)

●

●

●二母散、自虎湯、酸棄仁、滋陰至宝湯、消風散
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